
江

戸

時

代

文

童・

論

の

近
代
の
文
章
研
究
につ
い
て
は、
西
尾
光
雄
氏の
労
作
「
近
代
文
'草論
研

究」
に
く
わ
し
く
述べ
ら
れ
て
い
る
が、
前
近
代
の
文
章
研
究
に
関
し
て
は

説
か
れ
た
も
の
を
見
ない。
私
は、
さ
し
あ
たっ
て、
江
戸
時
代
の
文
章
研

究
につ
い
て
調
査
し
たい
と
考
え
た
が、
資
料
と
時
間
と
に
制
約
さ
れて、

未
だ
研
究
が
不
十
分で
あ
る。
殊
に、
漢
文
文
章
論
につ
い
て
調べ
残
し
て
あ

る
点
が
多い
の
で、
小
稿で
は、
関
文
文
章
論
を
主
と
し、
漢
文
文
章
論
を

従
と
し
て
ハい
ず
れ
L

散
文
俗
論
じ
れ
も
の
に
限
ろ〉
、
そ
の
要
点を
覚
え

書
き
程
度
に
述べ
る
に
止
ま
る。

書簡
文
につ
い
て
も
述べ
るべ
き
点
が
少

く
な
い
が、
今
回は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
省
略
し
た。

文
章
が
い
か
に
研
究
さ
れ
て
来
た
か
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は、
文
章
に

対
す
る
意
識
も
し
く
は
蹟
度
を
も
明
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い。
そ
の
意

味
で、
学
者・
文
人
ら
の
文掌
作
法
も
し
く
は
文
章
批
評
につ
い
て
の
断
片

的
な
見
解
を
も
汲
み
と
り、
さ
ら
に
文
集の
編
纂
に
対
し
て
も
俊
討
を
加
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う。
し
か
し、
小
稿で
は
研
究
書
も一
時
に
限
ら
れ、

い
き
お
い、
そ
の
よ
う
な
広
い
見
地
か
ら
文
章
研
究の
跡
を
見
通
す
と
と
が

で
き
な
かっ
た。

漢
文
文
章
論
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江
戸
期
以
前の
漢
詩
文の
研
究
曹
と
し
て、
「
文
鏡
秘
府
論」
「
文
筆
眼

心
抄」「
作
文
大
陸」
等は
著
名で
あ
る
が、
散
文
文
章
論
が
広
〈
世
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は、
江
戸
期
以
降に
属
す
る。
江
戸
期の
儒
学の

隆
昌
に
伴
な
い、
多
く
の
漢
文
家
が
各
流
派
に
拠っ
て
詩
学
文
法
を
論
じ、

詩
話・
文
章
論の
著
作の
刊
行
も
少
く
な
かっ
た。
特
に
詩
話の
盛
に
行
わ

れ
た
こ
と
は、
江
戸
期
以
外
に
その
例そ
見
な
い。

多
数
多
様の
漢
文
家の
中
に
あっ
て、

文章論
上
特
に
注
目
すべ
き
学
者

は、
伊
藤
束、涯・
荻
生
観
篠・
山
本
北
山
ら
で
あっ
た。

京
学の
祖、
藤
原
僅
韓両
に
も、
「
文
章
達
徳
録」
(
絹)
「
文
章
達
徳
録
綱

領」
(
杭)
の
著
書
が
あ
る
が、
文章の
学
を、
儒
学
研
究の
た
め
の
方
法
と

し
て
重
要
視
し
た
の
は、
伊
燦
仁
斎・
東
涯の
古
義
学
で
あ
り、
さ
ら
に
は

荻
生
狙
線の
復
古
学
で
あっ
た。
大
江
芳
成
氏
は
狙
線の
古
文
辞
学・
復
古

学
に
闘
し
次の
知
〈
述べ
て
い
る。

元
総
宝
永
の
際
に
当
っ
て
、

わ
が
国
の
文
化
は
正
し
〈
鰯
熟
の

頂
に
達

し
れ
。

こ
の
時
に
方
リ
、

荻
生
但
徳
は
江
戸
に
奥
り
、

文
学
界
に
肉
っ

て

拳
玉
七
子
の
古
文
辞
学
ゐ
唱
出
し
わい
が
、

更
に
こ
れ
か
儒
学
研
究
の

， 
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主
に
及
ぼ
し
て、
復
古
学
令
と
な
へ
れ。
〈
中
凶町〉
占
体
制批
抽怖
が
復
古

学
と
い
ふ
代、
元
来
仁
車両
が
古
義
学
に
挑
発
さ
れ、
更
に一
線
こ
れ
ら

超
乗
し
れ
L
の
で
あ
る。
(恥唯
一誠

司泊五)

復
仙怖の
古
文
辞
学
は.
結
くべ
会
勢で
世
間
に
流
行
し
た
が、
一
方
こ
れ
を

排
撃
し
た
学
者も
ま
た
少
く
な
かっ
た。
就
中、
折
哀
学
を
唱
え
た
井
上
金・

般の
門
下
山
本
北
山
は、
持
柳
を
範と
し
て、
極
力
字
王
を
排
除
し
た。
北

キワヌ
キ

山
は
本T
家
の
古
文
辞
に
よ
る
修
辞
を一
献
荻ノ
随一
と
非
難
し、
古
文
辞ω

流
付
を
憤っ
た。
その
著
「
作
文
志
毅一
(
ト

出惜)
に
は
次の
如
く
述べ
ら

れ
て
い
る。

文
章
ニ
志
λ
者
英
人
ノ
好
否
ア
0
ト一

%
へ
陀
文
蓮
大
ニ

感
ノ
験
李
家
ノ

キヲep
キ

非
チ

僑
uv

術
核
ノ
附
チ
知
。

韓
交
チ
学
y
ト

欲
UW
4咽
大
学
純
ヨ
り

以
下

問
ア
甲
ト一
苫
へ
陀
英
門
チ
制押
ズ
(
中
前町〉

今
ヤ
国
家

文
誕
隆
盛
ノ

臼
ニ
・方
テ
人
々
叉
李
王
ノ
古
文
辞
チ
版
7
然V
陀
世
儒
己
v
古
文
辞

チ
善
ス
hy
--
で
非
ν
陀
縦
線
二
時蹴
サ
ν
古
文
辞
ノ
所
抜
ニ

非
パ

文

章

ト
セ
メ
口
チ
級
メ
テ
修
辞
々
々
ト一玄
7
修
辞ニ
非ν
戸
数
ト
セ
メ
放-一

学
者
古
文
辞ニ
非V
ハ
学ベ
キ
無
ク
覚ニ
時
好
ト
ナ
uv
百
年
来
ノ
古川
オ

後
傑
ノ
土
チ
メ
手
チ
来
テ
剥
製
チ
ナ
サ
ジ
ム
悲
力
ナ(

わ械は地鼠)

北
山
の
古
文
辞
学
に
対
す
る
非
難
攻
撃
に
よ
り、
江
戸
詩
文の
風
は一
変
し

。
た
と
雪
わ
れて
い
る。

文
掌の
学
に
於て、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は、
漢
字
の
意
義・
用
法の
研

究
と
訳
文の
論
と
で
あ
る。

漢
字
の

華字
用
法の
研
究
と
し
て
は、
東
涯の「
訓曲家
字
譜」
主
一日
程)

「
訓
言
語」(
塊

何時)
「
助
字
予

言 、)
員
事
訣」
(
村

君噌) 、

狙
練の「
訓
訳一対
曲家一
(
ヨ

伏乍)
「
訳
文
筆
蹄一
(
側
鵬一
議

ん紘一

一法制)、
皆

川
洪
闘の「
奨
学
解」(
訪
問

詮説明)

「
虚
語一
(

禁
制)、
絵
本
嵐
山

の
一
訳
文
須
知」
(
日

野市)
等、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
程
で
あ
る。
-

も
ち
ろ
ん、
漢
文
法
特
有の
弁
体
や
篇
法・
挙
法・
句
法・
字
法
等、
ま
た

掌
句
変
化
法
ハ
波
欄
・

伏
起
・

頓
挫
の
獄)

な
ど
が
問
題
に
さ
れ
な
か
っ

た

わ
け
で
は
な
い
が、
漢
字
の
意
義・
用
法の
研
究
が、
特
に
盛
で
あっ
たの

は、
訳
文
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
よ-h，。

訳
文
に
は
二一極の
意
味
が
あ
る。
東
涯の
一
訳
文
法
式一
(
何
醐
什一
)

で

は、
原
文・
訳
文・
復
文の
三
式
を
あ
げ、
「
釈
文
仰
就
原
文
以
国
学
換
写」

と
あ
り、
ま
た、
復
文
につ
い
て
「
復
者
就
訳
文
以
漢
字
復
写」
と一買っ
て

い
る
所
に
よっ
て、
い
わ
ゆ
る白書
下
し
文
に
直
す
こ
と
も
し
く
は
直
し
た
も

の
を
訳
文
と
称
し
た。
(
れ
H、
し、
「
訳
文
法
式一
に
ぼ
む
し
ろ、
復
文
に

関
す
る
叙
越
が
多い
J
狙
篠の
一
訳
文
励金
締一
序
に
も一
訳
之一
字。
為-一

読
書
真
訣
ご
ま
た、
「
日
和
訓
日
訳。，
無-一
英
差
別サ」
と
あ
り、
さ
ら
に

「
訓
訳一訳
出家」
に
も「
訳
文一ドハ
暴
覚
唐
人ノ
語ヲ
日
本ノ
語-一
直ス
寸
ナ
リ」

と
述べ
てい
て、
訳
文
が
和
文
訳
を
意
味
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。
北
山

の
一
作
文志
間以一
に
も、
一
訳
文ト
ハ
古
人ノ
文ヲ
国
字-一
テ
訳
シ
タ
ル
ナ

リ
覆
文ト
ハ
訳
文ヲ
原
文-一
夜ス
ヲ一去7」
と
あ
る。
し
か
る
に、
皆
川
洪

闘
が
但
線の一
記ヨ回目
俊
袋
二彦、
経
第一」
の
模
訳
文
を
改一
作
し
て、
一
々
その

到
由
を
述べ
た
嘗「
訳
文
要
訣一
に
於
け
る一
訳
文一
一は
漢
訳
文
を
滋
味
し

て
い
る。

「
訳
文」
に
は
上
の
如・ぎ
二
種の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
が、
い
ず
れ
に
し

て
も、
漢
文の
基
本
は
漢
字
の
意
義・
用
法
に
あっ
た
た
め、
訳
文
と
漢
字

33 



の
研
究
と
は
並
び
行
わ
れ
た。
但
線の
一
訓
訳一京
畿一
に
も、
漢
字
の
意

義・
用
法
の
重
要
性
を
説い
て
次の
如
〈一買っ
て
い
る。

一

訳
文一一
字
義
文
相日
制
法
文
勢
ト
云
寸
ア
リ
字
義
ト一
式
ρ
一

宇
一
宇

ノ
意
ナ
り
字
チ
税
γ
テ
何
ト
ナ
ジ
何
チ
絞
テ
文一一
ナ
ジ
タ
炉
モ
ノ
ユ
へ

字
義
Y
本
ナ
申
楽
一
味
一
味
ノ
能
チ
知
ラ
ザ
ν
パ
山県
方
配
剤
円
ナ
ラ
ヌ

如
タ
ナ
リ
材
木
一
本
一
本
ノ
大
小
長
知
使
ヒ
様
チ
知
ラ
ザ
V
パ
山
本
ρ
立

-7
V
ヌ
如
ク
ナ
O
サ
テ
次
ニ
文
相品
チ
知
ラ
メ
シ
パ
ア
UH
ペ
カ
ラ
ズ
コ
V

戸
字
ノ
上
下
ノ
世
様
ナ
可
同
uv
文
字
デ
字
数
モ
同
事
ニ
テ
モ
上
下
ノ
世

キ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
リ
意
力
山
が
ナ
可
此
文
理
ト
句
法
ト
戸
惑
7
ナ
可
文
理
山

二
字
ト
文
字
子
力
サ
ヌ
市
処
ニ
山
戸
ヤ
イ
UN
ナ
可
伺
法
ト
ρ
一

・伺
ノ
上

ニ
巧
拙
チ
論
メ
ル
寸
ナ
甲
文
勢
ρ
合
体
ノ
文
勢
ナ
可
故一一
文
チ
書
ニ
先

.
内/
字
義
文
理
チ
合
占…
λ
ν
パ
唐
人
詞
ニ
ナ
ル
ナ
q
句
法
文
勢
ρ
唐
人
詞

ニ
ナ
リ
テ
ノ
上
ニ
テ
文
ノ
上
手
下
手
〈
力
、
ル
寸
ナ
可
故
ニ
字
義
文
理

ノ
迩
ア
ト
云
寸
ρ
唐
人
エ
戸
ナ
キ
ナ
リ
句
法
文
勢
戸
唐
人
モ
文
者
デ
ナ

ク
ν
パ
ト
ク
ト
合
点
ユ
カ
ヌ
ナ
可
サ
UW
エ
ヨ

?
字
義
文
恕
モ
知
ラ
メ
〆

句
法
文
勢
チ
諭
メ
山F
ρ
イ
キ
ス
ギ
タ
UN
寸
ナ
ザ

な
お、
漢
訳
文
に
関
し
て
は
学
者
聞の
論
難
が
少
く
な
い。
狙
篠
は
「
文

罫」
に
於て、
主
と
し
て
仁
斎
嘗
中の
文
字
詰
句
を
あ
げ
て、
その
和
字
和

句
和
習
を
戒
め
て
い
る
が、
一
方
北
山
は
ま
た、
「
作
文
率」
(
酬

が哨)
に

於て、
狙
練
を
は
じ
め
宙開郭
ら
の
漢
訳
文
と
対
照
さ
せ
て
自
ら
の
新
訳
を
あ

げ、
「
作
文
運
用ノ
率
ヲ
知-フ
シ」
め
ん
と
し
て
い
る。
皆
川
洪
闘
も、「
訳

文
要
訣」
を
著
し
て、
狙
絡の
漢
訳
「
記日間
俊
麗
義
経
第」
を
改
践し
た
が、

こ
れ
に
対
し
狙
練
学
派
の
城
山
道人
は
「
弁
訳
文
要
訣」
(
ト)
に
よっ
て
か

え
っ
て
誤
闘
の
誤
謬
を
難
じ
て
い
る。

さ
ら
に
抱
道一
は
「
文
章
第
硲
弁」

F 

(
仁
4
V
開政)
を
盟唱し
て、
上
巻で
は
前
書
と
同
様
に
洪
園の
渓
訳
を
論
駁
し、

下
巻
で
は、
北
山
が
「
作
文
率一
に
於て
狙
線の
文
を
改
作し
た
もの
(
記

土
佐
坊
製
義
経
第)
につ
い
て
攻
撃
し
て
い
る。
ま
た、
松
本
飯
山
は
「
時

文
刊
誤」
(再
開=一)
を
著
し
て、
太
宰
泰
台の「
紀-一
平
敦
厳
死
事
この
文
章の

誤
謬
を
正
し
た。
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以
上
は、
仁
斎・
東
涯・
狙
線・
北
山
ら
を
中
心
と
し
た
文
章
学の
傾
向

で
あ
る
が、
江
戸
後
期
に
お
い
て
は
「
詩
話」
に
対
す
る
「
文
話一
の
著
作

が
見
ら
れ
る。

「
文
話」
と
し
て
著
名
な
もの
に、
津
藩の
儒
隠
斎
藤
拙
堂の「
拙
堂
文
話」

(

議
対

露味

鋭

げき
と、
考
証
学の
流
れ
を
汲
む
海
保
漁
村の
「
漁
村

文
話」
(

町翌
日計川)
と
が
あ
る。「
拙
堂
文
話」
は、
わ
が
国
の
漢
学の
沿
革

を
述べ、
中
国
務
家の
文
体
を
論
じ、
文
章の
作
法
を
示
し
た
もの、
「
漁
村

文
話」
は
声
響・
命
怠
よ
り
女
章
軌
範
原
本の
事
まで
数
十
箇
僚
を
論
じ
文

章の
法
則
を
示
し
た
もの
で
あ
る。

国
交
文
章
論

国
文
文
箪
論
は、
漢
文
文
章
論
に
比
し
て、
量
質
共
に
見
お
と
り
が
す
る。

漢
文
家
に
比
し、
和
文
家
は
量
的
に
も
劣
勢で
あっ
た
ば
か
り
で
な
く、
漢

文の
作
法
に
は、
中
国
を
通
じ
て
の
伝
統
が
存し
た。
わ
が
和
歌・

俳詣の
作

法
につ
い
て
は 、

多
く
の
成
替
を
見
る
の
で
あ
る
が、
国
文
ハ
散
文〉

に
関
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し
で
は、

江
戸
凱
以
前
に
作
法
警
の
頼
を
見
出
し
難
い
。

こ
と
に 、

江
戸
天
保
の
国
学
者 、

伴
諸
践
が
出
る
に
及
ん
で
、

始
め
て
国

交
文
蛍
論
の
端
絡
が
聞
か
れ
た
。

関
脇、
は
一
国
交
世
々
の
跡
」

の
続
篇
「
訳

文
章
除」
(
配

許制)
の
序
に
国
文
の
作
法
を
始
め
て
説
く
者
の
立
場
を
次
の

如
く
述
べ
て
い
る
。

歌
の
￡

み
か
れ
必
教
れ
る
も

の
民北日
今
あ
ま
れ
あ
り 。
国
交
の
こ
と
に

お
き
で
は 。
と
す
べ
き
も
の
と
L 。
か
く

す
べ
き
も

の
と
も 。

英
様
か

説
れ
ろ
も

の
聞
え
ず 。
お
の
れ
は
れ
Y
Y-

れ
か
う
れ
ふ
ろ
L
の
か
ph。

い
ま
し
の
と
ひ
に
つ
き
て 。
お
も
ふ
所
ら
つ
ば
ら
に
い
伐
ん 。
こ

は
品川

に
訪
る
、 。

設
建
の
き
と
し
の
み
な
れ
ど 。
L
し

務
散
て 、
￡
そ
人
の

そしり

見
ん
に
は 。
お
の
が
折
、ず
ら
L

bO
L
口
す 。
他
の
制
令
L
し
ら

ず
と
い

は
め
刊と 。

英
利
る
き
口
の
人 。
お
の
が
あ
し
き
ら 。
正
す
事
あ
ら
げ 。

や
が
て。
此
訟
の
ひ
ろ
ま
る
な
る
べ
し
と 。

件付
こ
と
に
侍
り。品目
隙
渉
な

り
し

ゐ
の
こ
?

鈎
鍬
ι
て
銅
に
か
へ
て。
が
れ
へ
の
国
に
お
こ
リ
し
口。

漢
代
凶
百
年
の
は
じ
め
か
闘
し

也 。
国
交
の
近
に
お
告
て 。
お
の
れ
際

渉
と
な
リ
て
嶋
へ
ぽ 。
後
か
な
ら

?
高
組
な
る
入 。
出
こ

ん
と

お
L

へ

ー
。

間開
渉
・れん
ら
ん
と
し
た
常
時収
の
願
い
は

必す
し
も
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

為
る
が 、

後
の
著
「
国
交
惟
々
の
跡」

は
、

わ
が
国
文
文
章
論
の
先
駆
と
な

っ
た 。
一
国

主
々
の
跡」
(

蒜

露

関)
は
従
来 、

「
文

芸
」

と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
来
た
が
(
日
本
文
学
大
静
典 、

同
語
科
学
講
座
中
吉
沢

義
則
氏
一 .
日
本
文
章
奥
」

等
〉 、
国
文
作
法
書
と
し
て
の
本
書
の
本
質
を
見
落

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
の
組
織
は
、

題
言
十
僚
・

中内最
例
・

中
古
嚇
例
・

近
鉢
例
・

国
語
嘗

慌
刷叫
・

訳
文
仰
と
な
っ
て
い
る
。

題
雪ロ
ヤ
憐
は
、

弟
子
と
の
問
答
の
形
で
著

者
の
文
章
観
・

文
章
作
法
に
つ
い
て
の
総
括
的
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る

が 、 .
そ
の
第
一

僚
で
は
、

歌
に
比
し
て
文
章
の
こ
と
は
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る

が 、

文

章、も
必
要
で
る
る
と
し
て
そ
の
用
途
を
述
べ
、

ま
た 、

文
章
を
書
く

こ
と
は
必
ず
し
水
難
し
い
も
の
戸
は
な
い
と
き
と
し 、

第
九
僚
の

問
答
で

は
、

国
文
を
輔副
く
に
は
ま
ず
中
古
駄
に
従
う
べ
を
こ
と
を
述
べ
て
い
る 。

こ

の
外 、

本
警
は
到
る
所
に
作
法
の
心
得
を
説
い
て
い
る
。

・た
と
え
ば 、
一
古
文
駄
を
学
む
に
は
ま
っ
古
言
を
裂
し
る
べ
し
。

さ
ら
で

は
筆
た
つ
べ
〈
も
な
し
一

と
か、

「
ん
一

篤
の
文
掌
を
警
に
そ
の
時
代
を
考

て
、

辞
も
つ
L
け
が
ら
も
古
今
打
ま
し
ら
ぬ
や
う
に
ぞ
あ
る
へ
き」

と
か 、

あ
る
い
は
一
右
日
記 、

序 、

物
語
の
類 、

お
の
が
き
ま

ん\
ゃ
う
か
は
れ
り

と
い
ヘ
ど
も 、

詞
っ
か
ひ
大
や
4
同
じ
け
れ
ば 、

か
れ
こ
れ
を
と
り
ま
じ
へ

て
、

中
古
綜
の
飾
と
い
ふ
へ
し
」

ま
た 、

「
中
世
掠
に
な
ら
ふ
に
心
得
べ
き

事
と
も
あ
り」

等
の
如
き
叙
述
が
到
る
所
に
見
出
さ
れ
る 。
ま
た 、

一時
代
か

ら
言
え
ば
中
古
に
属
す
る
基
俊
の
抄
物
な
ど
を
も
近
殊
に
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て
、

本
曹
は
、

文
体
を
通
時
的
な
系
列
に
於
て
把

握
し
た
国
文
作
法
書
に
外
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
訳
文
章
検」

の
奥

警
に
も
「
国
文
位
々
の
跡
」

を
解
説
し
て
、

「
上
古
中
古
近
妹
等
の
国
文
の

例
を
挙
訳
文
国
風
の
尺
臆
ま
て
の
例
を
引
き
絡
を
し
ら
し
め
て
国
文
を
自国
へ

ぎ
悠一
蹄
な
り」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
中
核
的
部
分
は
、

古
綜
・

中
古
除・
近
株
の
例一
氷
解
説
で
あ
る
が 、

こ
ム
に
琳
と
い
う
は
即
ち
文
体
と
い
う
に
異
な
ら
な
い
。

例
え
ば 、

古
株
の

〈につ
ふAの
す話た

所
で
、

「
い
に
し
へ
の
国
;

文

殊」

と
か
「
古
文
殊
を
学
む
に
は
」

と

か 、

ま
た 、

「
文
殊
の
例
左
に ，
李
て
法
を一
訳
す」

の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
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み
に
あ
ら
ず、
或
は
英
の
亭'
記、
何
の
静
な
どh
て
脊ペ
ミマ
時、
腕
後

の
く
ぼ
り
な
ど
忠
ぴ
符
が
れ
き
に、
漢
文
に
な
ら
ふ
な
ど
に
も
大
に
使

あ
る
べ
し、
近
体
の
文
字
が
ち
な
る
文
民一史
な
り、
中
古
以
上
と
い
へ

ど
も、
心-V
符
MHheeh
y
同
し
か
ろ
へ
し

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
一

訳
文
之
総一

は
「
訳
文
章
総」

の
前
身
と
な

っ
た。

一
訳
文
章
総一

は
「
国
文
秋
々
の
跡g
二
ド
接
し
て
執
逸
さ
れ
た
。

開
設
の
「
訳

文
之
時間一

の
延
長
と
し
て
撰
ば
れ
た
こ
と
が
序
に
よ
ゥ
て
窺
わ
れ
る
。

序
に

或
人
こ
ふ
ら
く、
さ
を
に
世
ムベ
の
跡
に
か
い
給
へ
る
。

訳
文
脇陣
同
文
章

在
十h
pふ
り
に
は
こ
と
に
￡
かン
め
り。
さ
れ
と。
な
ほ
事
れ
ら
は
ず
や。

漢
詩
た
う
っ
す
L
さ
ろ
こ
と
に
て。
先
俗
言
込
雅
言
に
と
リ
な
す
口。・

さ
し
あ
わい
り
て
の
川
な
り。
こ
れ
争
か
ま
ほ
し。

と
ゐ
っ
て
、

そ
れ
に
こ
た
え
て
撰
述
し
た
旨
が
述
べ
り
れ
て
い
る。
本
誌
の

内
容
は
、

撃
実
の
弁
・

俗
言
雅
奮
の
差
異
・

雅
文
を
俗
文
に一
ワ
っ
す
時間
・

俗

文
を
雅
文
に
訳
す
伐
・
漢
文
を
国
交
に
う
っ
す
係・
源
設
校
合
の
因
に
い
ふ、

を
合
み
、

実
例
を
多
く
あ
げ
て
解
説
し
て
い
る
。

文
京
作
法
の
一

階
悌
と
し

て
の
訳
文
の
学
習
は
、

他
の
和
文
作
法
諮
に
は一
見
ら
れ
ぬ
方
法
で
あ
っ
て
、

本
警
は
そ
の
点
で
注
目
ナ
べ
寺、
警
でφめ
る 。

が
、

こ
の
拡、

も
し
く
は
文
郷
と
は
、

表
現
に
当
っ
て
規
範
と
な
る
べ
き
形

式
も
し
く
は
一

定
の
こ
と
ば
づ
か
い
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る。

中
古
跡

の
箇
所
に
は
、

一

右
目
記、

序、

物
語
の
類、

お
の
が
さ
ま
ん
九
ゃ
う
か
は

れ
り
と
い
へ
ど
も、

詞
っ
か
ひ
大
ゃ
う
同
じ
け
れ
ば、
か
れ
こ
れ
を
と
り
ま

じ
へ
て
、

中
古
紘
の
師
と
い
ふ
へ
し
一

、と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
誌
に
於
て
重
要
な
こ
と
は
、

和
文
を
書
く
よ
り
ど
こ
ろ
を
上
古・
叩
古・

近
古
の
三
種
の
文
拡
に
分
か
ち
、

そ
れ
を
並
列
的
な
類
型
と
し
て
示
し
た
点

に
存
ず
る
。

こ
の
こ
と
は
、

序
の
問
答
に
「
問、

刷
新
に
わ
か
れ
た
る、

大

む
か
し、

中
む
か
し、

近、
守\
欣
の
三
の
妹、

い
づ
れ
に
し
た
が
ふ
を
よ
し
と

せ
ん
や、

答、

各
fF.
淋
に
と
り
て
を
か
し一
ぎ
に、
い
づ
れ
と
も
さ
し
が
た
し、

人
の
こ
L
ろ
も
ま
た
英
国
の
ご
と
な
れ
ば
好
じ
処
に
ま
か
す
べ
く
云

んこ

と

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
窺
わ
れ
る
。

な
お
本
書
の
内
容
上

注・ぷ
す
べ
ぎ
点
を
ゐ
げ
れ
ば、
単
語
の
弁
別
(
特
に

古
妹
。
叙
迭
で
口、
い
に
し
え
と
い
ま
と
梓っ
て
い
る
諸
点
llh
凡
の
静・

手
偏
楽・
助
字・
略
詩
等

||
令
対
比
さ
ぜ
て一示
す)、
第づ
か
ひ
(
主
と
し

て
、

中
古
鉢
の
叙
惑
で
、

技
巧
の
沿
別
)、
文uw
早
の
何
生
的
此
訴
ハ
近
体
の
柿刷

所)

等
で
あ
る
が、

右
の
外、

仮
名
省
内服
之
は山(
制

僚出

規)
で
は
、

男
子

の
手
紙
文
は
雅
言
を
以
て
つ
づ
る
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
、

そ
の

例
を
示

L
て
い
る。
ま
た、

訳
文
之

係(副鍔似)
を一
見
る
と
、

一

真
名
を
訳
す
る
事

を
心
得
れ
は、
い
か
な
る
事
を
も
か
な
に
脅
へ
し
」
と
同
顕
し
て
、

訳
文
郎

%、

漢
詩
・
漢
文
を
国
語
に
よ
む
に
あ
た
っ
て
の
心
得
を
述
べ
て
い
る。

訳

文は
、

文
章
制
作
の
場
合
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

十
な

わ
ち
、お

よ
そ
訳
文
か
心
符
れ
布、
あ
な
が
ち
に
文
字
の
心
沿
う
っ
し
侍
る
の
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井
高
山川
の
文
窓
論
上
の
業
務
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る、
も
の
に、
「
コ一

の
し
る
べ
一
(
駐

於
枇)
下
の
巻
「
交
の
し
る
べ
」

お
よ
び
一

消息
文
例」(
紅、

銃一一)
が
あ
げ
ら
れ
る 。

「
文
の
L
る
べ
」

は、

文
掌
作
法
そ
の
他
一

般
に
文
章
家
の
心
得
て
お
く
べ
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き
事
柄
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が、

そ
の

総論
と
も
言・
ヲ
ベ

き
所
に
は
、

文

章
の
特
質
お
よ
び
目
的
と
、

文』
阜
の
達
意
を
第
一

と
す
べ
き
こ
と
を
次
の
如

〈
述
べ
て
い
る
。

文
民
な
に
の
れ
め
か
く
L

の
ぞ 。
人
に
む
か
ひ
て
い
ふ
こ
と
ば
は 、
こ

ま
mY
か
な
る
も 、
い
び
つ
ぐ
れ
ぴ
に
恥h ，か
び
あ
平
ま
り 、
L
し

年
経
て

は
うぜ
ゆ
く

た 、
文
の
鈎
口
百
千
の
人
に。う
つ
り
で
L 、
い
き
〉

か
L

れ
が
ふ
ふ
し
な
く 、

事
ら
さ
へ
心
ら
さ
へ 、
万
世
に
L

つ
れ
ふ
ぺ
げ
れ

ば 、
そ
の
わい
め
に
か
く
L

の
に
な
ん 。
さ
れ
陀
い
ふ
こ
と
の
す
ぢ
/\ 、

さ
Vい
か
に
わ
か
れ
て 、
人
の
￡
く・-
L
λ
う

ベ
、号
。
う
に
か
き
え
ん
ぞ 、

ま
こ
と
の
交
の
さ
ま
に
口
あ
る
べ
為、。
い
か
ぼ
か
り
刻
め
で
れ
〈
と
L 、

い
ふ
事
の
す
ぢ
み
Nh
れ
て 、
見
ん
人
の
こ
h

み
え
が
て
に
ぜ
ん
は 、
交

の
こ
h
ろ
に
あ
ら

ず 。
び
が
こ
と
な
る
べ
し 。
こ

れ
な
ん
交
ま
な
ぴ
の

大
む
ね
な
り
げ
る 。

(制博咽純一以一城る)

さ
ら
に
、

せ
う
そ
こ
文
・

欧
の
詞
が
き・
ま
〈
ら
詞
を
ま
じ
へ
て
か
〈
文・

文
に
ち
ふ
と
ふ
と一
玄
詞
か
〈
た
ぐ
ひ
わ
ろ
き
事
・

文
を
漢
詩
の
ふ
り
に
か
く

は
い
た
〈
あ
し
ラ
ゆ
ゑ
よ
し
・

文
に
時十
品目
の
諮問
を
い
と
ひ
て
な
か

f\
に
あ

や
ま
る
事
・

も
の
ト
首
を
文
に
か
〈
べ
き
ゃ
う
・

欧
詞
を
文
に
か
〈
は
わ
ろ

き
事
・

は
じ
め
に
一

わ
た
り
い
ひ
て
た
ち
か
へ
り
こ
ま
あ
に
い
へ
る
文
法
・

詞
を
あ
と
さ
き
に
い
へ
る
例
・

上
に
い
ひ
て
下
に
は
ぶ
き
下
に
い
ひ
て
上
に

は
ぶ
け
る
か
き
ざ
ま
・

き
る
べ
寺、
詞
をお
ぜ
ら
ず
し
て
い
ひ
つ
ど
け
た
る
例
・

物
語
ぶ
み
さ
う
し
日
記
ど
も
の
さ
だ
め
、

等
十
三
ケ

僚
の
心
得
べ
今、
点
に
つ

い
て
、

源
氏
物
語
な
ど
の
例
を
ひ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

一

消
息
女
例
」

は
、

中
古
文
の
手
紙
の
書
き
か
た
を
記
し
た
も
の
で
、

上
巻

は
、

む
か
し
の
せ
う
そ
こ
文
の
さ
だ
等
十
五
ケ
僚
の
消
息
女
範
の
変
遷
な
ら

び
に
考
証
を
述
べ
、

以
下
多
数
の
詞，
つ
が
い
に
つ
い
て
、

源
氏
そ
の
他
の
古

典
よ
句
引
用
し
、

俗一
百
ハ
近
世
話)

と
雅一
首
(
中
古
語〉

と
を
比
較
説
明
し

て
い
る
。

高
山川
の
二
警
を
通
じ
て
、

規
範
を
中
古
文
に
お
い
て
い
る
点
が
注

意
さ
れ
る。

「
国
文
恨
んべ
の
跡
一

「
消
息
女
例一

な
と
に、

こ
と
ば
づ
か
い
を
賞
視し
て

い
る
こ
とは
主
述で
も
知
ら
れ
る
が、
この
外、
単
語の
問
題を
扱っ
た
も

の
に、
本
陣同
宣
長の
「
雲散一
(
ト

…れ問)
が
著
名で
あ
る。「
文の
し
るべ」

に
払
歌
詞
と
交
詞
と
の
異
な
る
点
を
述
べ
て
い
る
が、

「
γ一ム
霊一

の
「
寄
と

文
と
の
詞
の
差
別一

の
僚
に
は
、

両
者
の
弁
別
を
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。

お
ほ
￡
そ
問
じ
ゐ』
雅
言
の
中
に
L ・

歌
の
詞
と

交
の
詞
と ・

差
別
あ
る

が
あ
る
必 ・
今
の
人
口
此
品品目
別
な
く
し
て ・
飲
の
飼
に
し
て ・
交
に
口

っ
か
ふ

まほ円以 .
交
に
つ
か
ふ
こ
と

お

t .

b .へ
し
れ
と

へ
ば

慣
れ
ら
る
と
い
ふ
代
歌
詞
也
文
に
主
之
る
と
い

民供

出υ時
小
事
と .い

ふ
は
歌
詞
也 ・
交
川

口伝同
事
と
い
ふ
ベ
し ・
さ
￡
ふ

げ
て
と
い
ふ
は
歌
詞
也 .
交
に
民
夜
ふ
げ
て
と
い
ふ
ベ
し 、

〈
中
略)

か
平
う

の
れ
ぐ
ひ
い
と

多
し ・
ハ
中
前町)
但
し ・

文
に
口 ・
く
さ

外\

の
ふ
り
宥
て ・
序
な
ど

其
ほ
か
に
も ・

或
ぼ
枕
詞
ら
お
舎
な
ど
し
て ・

す
べ
て
歌
の
ご
と ・

詞
ら
花
目γ
か
に
し
た
つ
る
平
う
も
あ
り ・
そ
同
そ

の
文
の
ふ
リ
に
￡
る
こ
と

也 ・
叉
なべ
て
口
さ
ら
ぬ
交
の
中
に
L ・

事

に
￡
り
で
は ・
一
言
二
言
歌
詞
ら
こ
と
さ
ら
に
ま
じ

ふ
ろ
平
う
の
事
L

あ
り ・

と
述
べ
、

雅
文
を
作
る
た
め
の
疋
し
い
言
語
の
用
法
を
説
い
て
、
「
文
の
部」
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四
十
五
僚
に
及
ん
で
い
る
。

一

五霊」

の
批
判
書
も
し
く
は
、，
そ
の
系
統
を

ひ
く
類
替
に
は
、

小
沢
麓
庵「
支
援
難
詞」(
平
輔 、)
「

子め
ら
れ
論
弁」
(
子
時
r

榊)、

萩
原
広
道
「
小
夜
し
ぐ
れ
」
(
ト
ヰ

鉛)、

中
島
広
足
「
王
寵
窓
の
小
篠」

(鵠

匂

怒十
時
計
幡)
等
が
あ
る
。

な
お
、

用
語
の
問
題
を
扱・
っ
た
特
殊
な
著
書
に
、

村
田
春
海
「
作
文
通
弊」

(
制

認
知
崎
町」
)
が
あ
る
。

本
曹
は
、

作
文
用
語
の
不
当
を
指
摘
論
評
し
た
も

の
で
、

特
に、
狙
晶体
・

南
郭
・

春
台
・

鳩
巣
ら
の
文
中
の
用
語
例
に
つ
い
て
、

国
体
の
上
か
ら
ま
た
事
実
の
上
か
ら
論
難
し
て
い
る
。

橋
本
稲
彦
一

非
時
文

摘
枇
」
(
←
4

針町)
は
、

本
書
を
さ
ら
に
論
難
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

江
戸
後
期
に
於
け
る
注
目
す
ベ
ラ
文
議
論
は
、

桶
守
部
の
「
文
章
撰
格
」

(

5
V
献)
で
あ
る
。

守
部
は
さ
き
に
一
短
歌
撰
絡
」

「
長
歌
撰
格
一

を
あ
ら

わ
し
た
の
に
つ
い
で
、

本
自一同
を
著
述
し
た
が、

上
古
文
の
展
開
の
姿
に
着
目

し
て
次
の
知
く
言
っ
て
い
あ
。

言
の
並
び
。

勾
つ
H、
告
の
上
に
と
り
で
は
。

古
ミヲ
格
多
く
泣
れ
リ
。

い
ま
だ
古
へ
の
交
の
旬
っ
、
、今、
に
。
心
つ
げ
リ
し
人
あ-
h
ぎ
り
げ
れ
ぼ
。

一
式
々

従
来、

文
準
作
法
と
し
て
特
に
文
掌
の
展
開
に
着
目
し
た
研
究
は
見
ら
れ

な
か
っ

た
が
、

そ
の
意
味
で
も、

本
警
は
権
回
直
助
「
国
文
学
柱
」
(
川

一倍…)

と
共
に
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
一
つ
守
部
の
文
準
論
の
慕
調
と
し
て

注怠
さ
れ
る
こ
と
は
、

文
学
の
規

範
を
上
古
文
に
限
っ
て
い
士
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

か
、

れ
ぼ
今
L
リ

後 。
文
か
き
習
は
ん
人
付 。
市守
ら
中
古
以
前
に
従
ふ

ベ
し。
中
古
ノ
休
に
擬
口
ん
に
L 。

物
語
ぷ
り。
消
息
文
な
と
こ
そ
伐
さ

て
L
わ
ら
め。
ぉ
L

六
戸、
し
き
詞
に
い
た
リ
て
は@
上
ッ

代
に
剤回
収
ん

外
同は
あ
ら
じ。

と
述
べ
て
い
る
。

守
部
は
上
古
文
の
筆
法
を
五
七
調
で
は
な
い
が
長
歌
に
似
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
が、

そ
の
上
古
文
の
筆
法
を
説
明
す
る
に
つ
い
て
、

実
句
・

異
類
・

光
彩
・

数
量
・

方
辺
・

枝
葉
・

畳
旬
・

聯
畳
・

隔
畳
・

変
畳
・

対
句・
隠
対・

招
応
・

喚
響
・

首
尾
・

章
段
の
十
六
種
の
獲
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
を「
詞
の
あ

や
の
極
み
」

と
呼
ん
で
い
る
。

守
部
は
、

士口
語
を
適
切
に
採
旬
用
い
、

右
の

「
詞
の
あ
や」
を
心
得
て
脅
け
ば
文
章
は
維
に
で
も
作
り・
勺
る
も
の
と
言
っ
て

、
・3G

Lv
・44本

書
の
主
要
部
分
は
、

援
を
用
い
て
、

上
古
文
の
文
章
構
造
に
つ
い
て
解

部
的
解
明
を
加
え
て
い
る
点
で
あ
る
が、

さ
ら
に
守
部
は
、

中
国
の
文
章
に

つ
い
て
も、

上
古
文
の
優
越
性
を
説
き、

ま
た
反
面
、

わ
が
近
世
の
擬
古
文

の
、

「
ゆ
ゑ
も
な
く
。

あ
や
も
な
ぐ
。

拍
子
も
な
〈
。

た
ど
す
る

f\
と
。

し
と
け
な
く
。

つ
ピ
ぎ
た
る」
、
ま
た
漢
文
特
に
一

後
の
拙
き
四
六
文。

聯
句

な
ど
い
ふ
も
の
L
。

ふ
り
に
の
み
い
ひ一
可
っ
せ
る
」

対
句
の
常
用
な
ど
の
欠

陥
を
つ
い
て
い
る
。

守
部
は
ま
た
、

歌
詞
・

文
詞
の
区
別
に
つ
い
て
も、

歌
の
詞
は
は
な
や
か

で
調
子
を
軍
ん
ず
る
と
い・
1
以
外
に、

文
の
詞
と
異
な
る
も
の
で
な
い
こ
と

を
説
い
て
い
る
。

即
ち、

叉
近
、全
世
に
。

文
章
の
き
れ
ぜ
ろ
番
か
見
る
に
。

歌
詞
。

文
詞
の
げ
ぢ

め
あ
リ
と
い
へ
る
。

そ
の
説
ど
も
互
そ
心
待
ね
。

も
し
か
の
説
ど
も
の
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知
〈。

散
に
氏。
小
宮中
と
い
ぴ 。
玉
笹
と
い
ふ
令 。
文
に
伐。
トhh
車
と

の
み
い
υ 。
笹
と

の
み
い
ふ
と 。

限
リ
な
は 。
馬
令 。
駒
と
も 。
自
駒

、と
も
い
ふ
ま
じ
く 。

玉
ら 。
白
玉
と
も 。

赤
玉
と
L 。

瑞
玉
と
も
い
ふ

ま
じ
き
L

の
な
ろ
に 。
既
に
古
文
に。
さ
や
う
に
L
い
υ 。
叉
上
に
挙

れ
ろ
美
称
詞 。
枕
詞
な
ど
も 。

文
に
は
い
か
〉
と
い
ふ
や
う
に 。
お
ち

ね
ベ
き
に
あ
ら

?
。 。
(
中
略)
文
￡
り
口 。
歌
の
か
れ 。
伐
な
ん
\

し
き
也 。
此
外
に 。
歌
詞 。
文
詞
と
い
ふ
げ
ぢ
め
民
な
し 。(
中
前町)
か
h

れ
ぽ
交
の
用
口 。
詞
の
う

へ
に
あ
リ 。
歌
の
同出
口 。
調
の
上
に
あ
る
L

の
に
て 。
英
外
に 。
げ
ち
め
あ
ら
ね
事
ら
さ
と
ろ
ベ
し 。

守
部
の
文
章
論
は
、

期
秀
成
の
文
章
研
究
に
一

部
受
け
つ
が
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。

秀
成
に
は
、

「
文
範」

の
ほ
か
、

「
古
文
語
除
考
」

「
九
体
文

規一

等
の
文
絡
類
箸
が
あ
る
よ
4
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
本
来
見
で
あ
る
。
「
文

範」
中
に
は
、
校
僚
・

照
応
・

昼
句
・

変
昼
・

融制
昼
・

対
句
・

隔
対
・

方
辺
・

光
彩
・

喚
轡
等
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し、

論
の
詳
細
は
明
か

で
な
い
。

五

江戸時代φ文章研究

以
上
の
如
き
国
交
文
蛍
論
に
、

漢
文
文
章
論
が
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
は
明
確
に
は
推
し
が
た
い
。

た
ど
、
文
章
批
評
の
国
で
は
、
安
藤
為

章
「
紫
家
七
論
」

(
相

辞)
や
萩
原
広
道
一

源
氏
物
醤

罫
釈」

(
絞
市)
な
ど
に

は
、

漢
文
法
の
方
式
が
援
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

即
ち
、

「
紫
家
七
論
」

は
、

源
氏
物
語
の
文
掌
を
評
し
て
、

17一
体
は
伝
に
し
て
叉
お
の
つ
か
ら

停
の
鉢
あ
り
政
あ
り
記
わ
り

論
あ
り

替
わ
り
て
諸
膝
そ
な
代
れ
り
か
の
は
A
斗』
与

の
品位
の岡田
定
は
こ
と
に
脊

妙
な
ろ
物
な
リ

国金子管
て
其
掌
段
ら
め
ら
れ
め
侍
リ
げ
ろ
時
に
序
し
て

-相dq

日
く

論
破
あ
り

論
魚
あ
リ
論
腹
あ
リ
論
尾
わ
り
危
￡
り
細
に
い
リ
俗
￡

リ
維
に
趣‘ラ
繁
￡
り
佑聞
に
帰
し
波
澗
頓
挫
熟
応
伏
業
な
と
い
ふ
も
み・­

し
の
文
法
令
の
つ
か
ら
そ
な
伐
・り
云

(々聞はほ河川会)

の
如
く
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、

「
源
氏
物
語
評
釈一

に
は
、

文
章
批
評
に
当

っ
て
、
「
な
か

f\
に
紛
ら
は
し
く
せ
ん
よ
り
は
と
。
か
の
も
ろ
こ
し
の
後
ノ

世
の
文
法
共
に
い
へ
る
法
に
な
ら
」
っ
た
回目
を
述
べ
、

こ
の
よ
う
な
前
例
と

し
て
前
掲
の
「
紫
家
七
論一

の
説
と
加
茂
真
淵
の
「
源
氏
物
諮問
新
釈
惣
考」
の

論
と
を
あ
げ、

真
淵
の
「
立
そ
め
ら
れ
た
る
法
に
。

今
少
し
事
く
は
へ
て
。」

こ
の
評
釈
を
も
の
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

広
道
の
用
い
た
文
章
批
評
の
目
名
は
、

主
客
-

fk
副
・

疋
対
・

反
対
・

照

対
照
応
・

間
隔
・

伏
案

伏線
・

抑
揚
・

緩
急
・

反
覆
・

省
筆
・

余
波・
種
平
・

報
応
・

調
諭
・

文
脈
語
脈
・

首
尾
・

類
例
・

用
意
・

草
子
地
・

余
光
余
情
等

で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
用
い
る
の
は
便
宜
的
手
段
で
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
と
し

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

サ
グ

ミ
ク品

一 、
文
章
令
批
評
し
れ
ろ
こ
と
は 。
我
皐
属
の
替
に
は
ら
さ

ら
さ
見
へ

ず 。
大
か
れ
は
今
始
め
て
も

の
す
る
こ
と
な
れ
ば 。
英
苫
ま
ら
も
み
こ

し
ざ
ま
に
な
ら
ぴ
れ
リ。
英
￡
し
口
上 ，
僚
に
既
に
い
ヘ
リ 。
英 ，
法
則

の
か
リ
の
名
ど
L

為 。
こ
L

に
挙て
大
む
ね
俗
注
す 。
こ

れ
は
わい
w三初

ナ

学
の
わh
め
の
み
な
り 。
き
て
此，
目
ど
L
は 。
L
ろ
こ
し
に
い
へ
る
令

き
な
が
ら
に
と

れ
ろ
も
あ
り 。
叉
此 ，
物
語
の
践に
背
￡
リ
い
へ
る
た

eA'レ

用
ゐ
れい
る
L
わ
り 。
叉
今
わ
ら
れ
に
余
が
つ
く

れ
ろ
も
あ
れ
ど 、
事
の

ム
本

さ
ま
の
き
と
り
や
す
告
ゐ
主
と
し
て 。
あ
な
が
ち
に
も
る
こ
し
の
例
絡‘

念、hu
ナ
ヅ

に
拘
り
泥
ま
ず 。
見
ん
人
さ
る
こ
h

ゐ
し
て
い
ふ
か
し
む
べ
か
ら

ナ 。

39 



(
臼

佳苓)

と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も、

作
法
書
と
し
て
は
、

右
の
よ
可
な
顕
煮
な
影
響
関
係
を
認
め

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
存
し
な
い
。

一

国
文
枇
々
の
跡一

で
は
、

禁
論
・

記
事
の
文
段
の
説
明(

鉱山
勝)
な
ど
に
、

漢
文
法
臭
が
う
か
ピ
え
る
外、

あ
ま

向
直
接
的
な
影
響
は
見
出
し
が
た
い
。

た
ど
、

「
訳
文
之
憐」

や
「
訳
文
章

喰」
に
は
、
前
章
に
述
べ
た
漢
文
文
章
論
上
の
訳
文
の

影
響
が
見
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

「
文
掌
携、
絡
一

に
し
て
も、
一

応

独創
的
な
点
を
認
め
て
よ
い
と
恩

4
。

守
部
の
「
文
章
撰
格一

に
見
ら
れ
る
山川
市
的
傾
向
が
漢
文
法
方
式
と
結

合
し
た
の
は
、

明
治
期
の
鈴
木
弘
恭
「
文
話
」
(
一一

一昨…)
に
於
て
見
る
こ
と
が

で
キ」
ろ 。

-晶.
，、

上
述
の
如
き
一

般
的
な
文
章
研
究
の
外
に、

特
殊
な
和
文
作
法
書
と
し
て

は
、

詞
替
を
扱
っ
史
、も
の
に
、

藤
井
高
向
「
き
ラ
草
」
(
例
制一一一)、

約
旬
森
海

「
葉
山
の
突」
(
例
制
元)
な
ど
が
あ
り
、

ぎ
た、

個
別
的
な
文
質
研
究
と
し
て

は
、

た
と
え
ば
、

奥
細
消
菅
菰
抄
附
録
の
一
文
議
論
」

な
ど
注
意
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お、
初
学
の
た
め
に
雅
文
を
題
別
に
し
た
模
範
文
例
集
と
し

て
、

橋
本
稲
彦
一

紫
文
製
錦」

(
似
wm

h机
刑
年)
や
片
岡
徳
一

詞
の

花
か
た

み
」
(
酬
明】
γ
一紘一

綜)
の
如
き
も
の
が
あ
る
ほ
か
、

消
息
文
範
の
類
、も
い
〈
っ

か
見
ら
れ
る
が
、

今
は
省
略
に
従
う
こ
と
と
十
る
。

||
市民
女
大
島ナ
実
尚子
都
特
別
研
究
生

||




